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F
s
w
w
6
“
N
o
動
の
農
蹟
雫
曇
い
で
曇
哲
又
し
つ
か
り
し
ち
計
曇
も
つ
い
曇
謡
の
曇
藷
と

現
在
の
助
城
脅
尾
■
の
実
妖
は
お
世
モ
め
故
ぽ
そ
の
竜
ね
方
、
K
内
ば
の
な
い
．
そ
れ
は
指
漣
肴
の
統
制
池
営
の
ま
つ
弐
の
で
な
之
末
韻
剛
員
の
牢
援
痴
失
つ
た
一
レ
て
今
後
の
村
づ
子
り
踵
動
を
行
嚇
に

薩
農
莞
も
雲
は
・
云
蓉
い
R
x
c
N
c
h
N
叫
玉
、
参
て
篇
短
と
・
實
の
讐
覚
デ
擦
璽
毛
肇
あ
る
・
習
の
習
本
紙
ヒ
ほ
柔
い
駕
慧
・
肇
描
き
・
毒

状
態
に
あ
る
が
、
最
近
鯛
域
冑
年
西
の

在
り
方
に
つ
い
て
眞
剣
に
考
え
、
堅
実

な
＄
み
に
寸
返
ろ
う
と
努
カ
レ
セ
い
る

胃
年
撞
が
数
多
く
あ
る
事
は
誠
に
心
強

礪鰭
毅
＃
舗
雛
霧
酬
鰭
珪
離
駅
鮭
調
或
‥
鷲
‥
聾
竃
籠
械
鷲
鵠
舗
鰭
控

e
て
こ
の
量
皐
蔓
』
1
蓮
占
対
蓄
嵩
藁
・
r
v
つ
P
r
w
の
v
a
Q
I
R
5
1
つ

年
題
の
指
■
的
立
頃
に
立
つ
呑
は
伺
と
硬
の
文
勉
豊
真
に
宋
鍔
地
域
■
の
結
禽
云
う
よ
う
力
運
振
り
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
e

‥諸
溝
籠
轟
蓼
暴
璽
本
暫
議
第

灘
購
講
鑑
麟
鍔
‥

げ
の砦
い
て
も
竃
貫
箆
幽
篇
責
e
y
z
k
s
t
s
：
l
f
i
＋
x
号

政
冶
や
　、

経
盾
の
み
」茎

ユ
ネ
ス
コ
7）

目

謁
漢
〃

世
￥＃

の
卒
和
旦．
偲
会
で
正2
°賀
弓
め

一本は
ユ
ネ
ス
コ
に
去
る
六
月

1

講
臨
蹴
欝
灘
繋

謬
的
姦
蓼
を
高
め
、
法
を
蟹
及
レ
人
間
と
レ
で
の
一
國
各
地
に
ユ
ネ
フ
コ
協
力
会

篭
レ
纏
嵩
の
聾
曇
竃
護
に
・
て
学
馨
・
呈
ス
，
多
プ

努
藁
薯
裂
。
漸
次
そ
の
纏
の
昌
窪
ピ
・
と
多
く
の
響
科
菱
化
潔

そ
こ
で
一
九
四
五
年
＋
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
は
現
柘
目
の
立
㎞
で
ユ
、
小
フ
コ
え

一呈
ハ
目
ン
・
之

六
四
の
加
盟
噛
定
も
つ
て
い
る
が
・
こ
を
行
つ
て
爽
て
い
る
が
日

レで
て霞曇
竃

璽蓼
を加
れ
ら
の
加
盟
図
は
音
支

匡
諺
て
ユ
ネ
ス
コ

叔

藷
す

制季
る
に
至
つ
た
。
呈
フ
コ
呈

　づ

『璽
は
人
間
忠
の
中
で
姶
亙

蒙
茱
馨
潜
璽
賀
の
観
に
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の
心
の
中
に
・

つ
い
て
は
原
案
決
定
一
l
l
十
六
目
り
醸
案
昭

和
二
十
六
缶
度
第
一
回
追
加
更
止
予
惚

は
質
問
の
み
で
打
切
り
、
三
十
七
れ
α
騒

頂
民
生
姿
員
推
竃
は
隔
岡
助
次
山 藁

・
〕
・
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
i
g
l
i
と
レ
て
は

な
い
r
と
云
う
考
え
で
あ
る
o

’鶏
の
た
霞

剛
泊
牢
習
、
宿
利
原
偲
二
、
諏
肋
原
森

助
、
山
元
繁
徳
の
五
氏
を
推
薦
同
意
レ

初
日
の
本
宙
緬
は
終
了
レ
た
。
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翁
這
納
－
〈
t
y
N
“
“
，
の
g
e
．
e
s
m
a
p
t
n
r
e
g
y
）
よ
つ
て
馨
ら
れ
a
！
s
t
e
c
ス

を
各
國
内
で
実
施
ず
る
こ
と
に
協
力
レ
百
O
日
代
長
部
、
父
部
省
の
國
食
圖
苗

　て
い

曇
嘉
聞
裏
が
箋
香
レ
雷
本
の
ユ
ネ
ス
コ
謹
大
い
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貢
献
を
す
る
で
あ
ろ
う
。

ユ
ネ
ス
コ
の
最
高
の
方
針
と
毎
年
の
事

コ
、
薗
冒
羅
を
促
き
、
一

穴
い
疑
心
や
不
信
の
念
を
排
除
ず

　
　
る
事

2
’
人
間
は
鱈
嚴
で
あ
U
卒
等
で
あ
る 業

計
画
を
決
定
す
る
。

執
行
委
艮
会
　
麹
五
出
席
の
代
友
か
り

麿
美
名
の
霞
よ
つ
蕊

下
三
ケ
・
竃
れ
、
馨

（公
民屑
報
よ
り
）
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ぜ
の

　
は
其
の
実
締
機
査
を
行
い
不
徹
底
の

　
分
け擢
督
棚
徹
底
を
期
す
る

五
、
技
術
の
指
導
徹
底
．

1
、
指
導
茶
園
の
設
置

　
町
内
数
ケ
所
に
指
導
茶
隈
を
設
け
肥

培
管
附
法
の
範
卒
示
す
と
共
に
臨
磯

実
地
施
導
妃
な
ざ
ん
と
す

2
、
識
留
謝
話
會
の
開
催

　
　
　
’

イ
、
禰
操
識
璽
五
生
葉
生
産
費
の

　
　
低
戒
と
製
茶
品
質
の
向
上
を
図
る

　
　
爲
摘
操
に
両
手
摘
鋏
摘
穿
普
及
せ

　

ん
と
す

　
ロ
、
台
刈
描
燗
釜
　
荒
廃
茶
園
是
更

　
　
新
ソ
襲
茶
の
増
産
と
原
料
晶
質
の

　

向
止
玲
図
り
一
面
摘
操
提
の
低
戚

　
　
夢
．
期
．
¢
ん
縄
爲
占
口
刈
図
技
に
関
す

　
　
る
灘
習
会
を
開
催
す
る

ハ
、

製
茶
盟
留
留

製
茶
技
胴
の
向

80
1

，

五

ヶ
年
計
書
の
先
駆

茶
業

振

興

計
書

成

竃
閨
の
棄
窒
レ
て
璽
聖
な
す
に
’
t
h
’
M
N
れ
護
件

霧
藩
竃
詩
醗
誘
鮭
騨
鰭
唖
聾

本
町
の
氣
候
風
土
は
茶
の
栽
培
に
最
も

瀦レ
廣
範
幽
に
亘
る
畑
地
は
地
理
的
特

殊
性
に
ょ
り
’
毎
年
数
回
の
風
水
害
を

被
り
、
麗
家
経
済
の
打
鍵
は
少
か
ら
ざ

る
も
’
茶
は
他
作
に
比
レ
被
害
は
極
め

で
少
く
畑
地
利
用
の
高
度
化
、
間
業
経

営
の
堅
実
化
に
期
待
さ
れ
る
好
麟
の
畜

鵠
で
あ
り
、
今
や
製
茶
は
世
界
的
貿
易

品
と
レ
て
進
出
す
る
に
至
り
日
本
経
済

精
展
の
要
素
と
し
で
其
の
生
匿
鼠
も

々
壌
加
の
霞
を
み
て
い
る
。
然
る
に
本

町
は
来
だ
自
給
の
域
に
△
蓮
せ
ず
、

々
多
額
是
投
じ
で
他
町
村
よ
り
購
入
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
“

そ
の
実
施
硬
見
つ
X
あ
る
の
で
あ
り
ま
期
レ
得
べ
き
状
況
に
あ
り
、
随
つ
て
斯

す
が
、
中
で
も
本
町
の
風
士
に
最
も
適
業
の
改
良
増
産
を
努
め
る
に
於
い
て
は

し
且
将
楽
性
あ
る
産
業
と
し
V
茶
業
は
本
町
特
竈
品
と
な
す
も
決
し
て
難
事
で

最
も
期
待
民
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
は
な
い
故
に
埠
今
各
地
に
茶
業
熱
の
高

が
、
今
般
茶
業
技
術
員
丸
山
技
手
を
中
揚
レ
て
い
る
折
、
こ
れ
に
盆
々
拍
車
を

心
と
レ
て
モ
の
且
体
駒
振
刷
策
が
立
案
か
け
て
増
畜
更
新
・
製
茶
工
場
設
阯
を

宍
れ
た
。
今
秋
は
既
に
茶
工
場
も
1
棟
．
圖
り
土
地
生
産
に
加
工
生
産
を
加
え
た

趣
設
さ
れ
る
濁
び
に
な
つ
て
居
り
町
民
立
体
的
生
雀
形
態
を
確
立
し
之
が
躍
進

各
位
の
御
理
解
あ
る
御
協
力
御
努
ヵ
を
的
発
展
を
企
図
せ
ん
と
す
e

願
う
も
の
で
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
工
、
茶
園
圃
覆
の
檀
張
’

以
下
は
そ
の
振
興
計
画
　
　
　
　
　
現
在
緑
茶
十
六
町
培
を
昭
和
二
十
六
年

棄
振
興
計
画
雛
諺
羅
擁
‥

一
、

目
　
的
　
2
・
置
回
湧
騒
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
茶
園
は
殆
ん
ど
無
明
掩
官
理
不
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
に
レ
て
其
の
敗
殿
極
め
て
少
き
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
璃
在
反
當
製
茶
王
薩
量
＋
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
五
十
貫
に
（
但
レ
㎎
茶
㎝
巴
本
茶
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
反
瞥
製
茶
壬
匿
蹟
二
＋
貫
を
八
十
貫
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
せ
し
め
る
。

　
3
、
製
茶
工
＄
の
設
置

　
現
在
襲
茶
工
場
け
至
く
無
く
、
殆
ん
ど

　
ヨ
ゑ
ゆ
に
レ
て
ヘ
エ
ぱ
の
ぽ
い
　
　
　

　
り
増
竈
品
質
向
上
と
労
力
の
酌
滅
を
頸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

l －
、
海
岸
地
帯

気
候
温
暖
な
る
浩
岸
地
樽
は
優
良
な
る

紅
茶
、
早
期
出
荷
勲
茶
（
走
り
新
茶
）

，

の
滝
地
と
レ
て
極
力
縫
働
す
る
。

2
、
上
堀
鱒

る

百
、
優
唇
羅
の
導
入
及
蓑

上
方
面
の
山
間曇
に
璽
壌

の
皓
産
に
最
も
靖
レ
大
随
生
函
可
能
地

と
レ
戸
壁
勅
す
る
。

3
、
呵
内
綱
要
の
紹
対
礁
保
に
よ
り
画

p
移
入
茶
力
防
渦
〔
努
め
移
出
に
よ
り

外嘉
得
を
図
る
。

四
、
計
画
遼
成
方
針

1
、
茶
麹
撮
聡
宙
の
設
置

2
、
協
議
魑
の
開
催

3
、
茶
鵠
週
間
を
設
置
し
、
其
の
部
度

宣
博
ビ
ラ
等
の
配
付
を
な
レ
把
培
管

理
の
周
到
発
期
止
ん
と
す
。

イ
、
播
禰
週
間
毎
年
十
一
月
十
ヨ

　

｜
十
六
日
及
二
月
十
日
1
十
六
日

を鍾
間
4
’
e
e
s
、
新
遵

の
一
斉
摺
穂
憂
行
い
指
導
り
徹
媛

を
期
V
ん
と
す

今
後
最
お
重
鰻
問
題
と
き
れ
る
口
盟
頁

の
向
上
ε
腹
憤
の
壇
加
繰
裳
の
合
理

化
の
た
め
優
良
晶
杣
の
導
入
に
努
め

る
。
愉
亘
期
普
及
の
徹
底
を
期
す
る

爲
苗
圃
並
に
母
樹
園
を
設
置
す
る

6
、
禰
子
つ
蒐
江
に
全
力
を
傾
注
す
る

各
学
稜
並
に
随
協
万
面
と
充
分
澗
絡

の
下
に
所
硬
獺
子
の
蒐
集
に
万
全
を

期
す

　
　
せ
お

7
、
実
績
検
査
の
実
施

特
に
新
檀
台
刈
更
新
実
施
に
当
U
て

27128129130
30

2
6
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上
と
茶
業
智
融
の
皆
及
向
上
を
目

的
と
レ
て
本
宙
を
開
催
中
堅
茶
鵠

者
の
養
成
に
努
め
る

11、
競
技
宙
の
閑
偶
技
術
の
練
囲

を
目

的
と
レ
て
摘
操
製
造
競
技
會

を懸
す

ホ
、
茶
園
品
酔
宙
の
開
催
茶
樹
の

晒
培
管
照
を
墾
切
に
レ
発
育
亮
促

レ
’
閣
茶
の
壇
蕗
品
質
の
向
上
を

図
ら
ん
が
爲
幼
木
成
木
畦
昨
園
の

昌
否
会
を
囎催
す
。

へ
’

先
油
態
の
担
家
　
「
自
蘭
如
不

　
一
見
』
の
越
の
組
く
塁
垣
狽
醍

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

察
レ
で
殴
搭
補
短
に
よ
り
茶
薯
蝉

慾
乞
高
め
ろ
事
胃
極
め
v
必
要
な

（緑茶の部）
亘計

ロ
、
蕎
煎
薪
週
間
慣
高
の
明
旦
産

台
刈
を
目
円
と
レ
一
毒
義
硬
直

登
阜
吾
と
＋
百
蓑
紛

聞
更
新
週
間
と
定
め
聴
慎
園
髭

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
閲
の
整
理
堕
轡
に
つ
と
め
ん
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
、
茶
湖
愛
縄
週
間
耕
伝
除
惜
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
也
の
施
用
病
良
害
乃
随
除
予
防

鏡
饗
あ
る
。
砦
堕
富
り
莚
る
。
　
　
　
　
　
濯
遥
の
摺
菖
窒
レ
て

盤鍾
議
彗
鷲
蕪
に
蓼
海
冑
㌃
鯉
鰭
飾
霧
定
一

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
増
触
．
t
　
l
＃
　
’
」
紅
茶
工
場
を
般
置
レ
優
4
’
施
魍
悩
り
『
加
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
紅
茶
の
生
■
に
野
め
る
。
　
　
　
　
本
町
に
於
け
る
茶
園
は
施
苛
料
極
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
少
く
所
潤
無
咀
料
の
鵠
な
れ
ぽ

鵠
経
営
の
一
環
と
し
て
畑
地
の
利
用
と

一
殻
作
物
の
災
欝
防
止
に
或
は
士
羅
侵

蝕
防
止
民
逗
経
営
の
多
角
化
安
定
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ふ

換
金
作
π
の
櫻
勘
に
喪
鵡
せ
ん
と
す
る

二
、
塘
走
．
拡
翼
計
画

奨
励
方
三：・

一
　、

計
画

よ
7、

三
tel

導

28

3
9
2

25

3
9
2

22

3
9
2

，，準プこ醗和25　　2　6

頚

3
9
2

16町

5田コ

　0

0

口

壇

随

新

田

内
S

　

吹

　
　
薩
ロ

加

　
m
更
。
　
謂

◎
◎

　

◎
◎
　
◎
◎
　
◎
◎
　
◎
◎

地
方
自
治
の
製
馨
れ
薮
垂
睾
§
い
で
a
v
も
置
レ
、
題
の
霧
が
彗
に
警
ミ
窒
島
二
・

鰯
鶴
灘
嶽
瀧
劉
欝
㎜
議
議
撰
語
曇
藷
当
翼
騒
竃
賜

方
に集
蕎
道
選
レ
の
警
い
の
下
リ
、
§
房
焚
涜
案
て
冒
1
　
l
g
E
t
e
l
m
N
m
，
y
；
i
，
t
　
i
1
L
’
　
．
V
“
　
“
S
？
ξ
7
ミ
ペ
竃
三
戸
薔
藁
誉
れ
・
明
饗
奉

曇
。
に
軌
藁
り
つ
藁
の
竃
、
七
。
o
万
圓
の
鰻
蓋
町
冨
麓
に
警
鴫
、
ジ
す
。

’
力

覗
室
趣
．
嚢
†
る
電
耀
な
る
事
竃
ご
個
々
の
家
庭
経
済
の
改
善
も
寧
〔
躍

瀬違
苛
、
免
育
．
弓
、
エ
の
ユ
珂
改
く
、
盆
々
顯
循
幽
¢
繰
返
ず
事
乙
な
り

霞
苦
わ
睡
宮
コ
ら
・
1
え
ず
、
汀
改
乃
壌
頁
す
。
こ
の
貼
を
よ
く
御
理
解
p
3
f
J
つ

脅
文
も只
．
．
三
、
為
ノ
，
°
つ
れ
る
い
’
．
、
司
．
パ
5
な
さ
束
が
納
悦
貯
蓄
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
蕊
，
奪
に
よ
り
万
煙
を
排
レ
て
、
誠

L
’
．
”
い
I
4
’
：
P
’
：
“
i
　
－
，
・
8
　
・
、
．
．
一
ご
、
・
こ
べ
に
そ
の
自
苦
丁
察
す
ゐ
己
会
U
あ
る
の

る

を
以
て
縄
裾
な
る
商
廟
に
商
察

を
行
う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

　
　
　
　

で蓼
璽
馨
妻
壽
財
曇
る
レ
W
，
l
l
l
．
l
l
て
レ
曇
整
竃
篭
曙
菖
ミ
言
量
い
和
竃
。
ざ
れ
R
o
P
A
U
e
s
l
“
e

部）の

問彗（イ）司｛三反媛翠ヨO貫とす

ゆ）

◎響蚤笛璽欝

　　　　　　　　　　　（紅　　茶

唱正丁草25集26　2ス

　　es

　　25

zr　・s．ca⑲

15．OOO

o．⊃

9．～

3．9η1

・1

　一　　28　　29　　30

　3．i　　IPt　s　　17．s　　2　s．0

　3．0　　　　　7・9　　　　　7，③　　　　7・5

27・oo】s3・gの　f　1．　oeo　St．溺

Olo　18コ17θ・
綱用 母樹用6 EEt＝］：

⑪ど：

O主

O本
○迂

コ三　　唱

年洪瑠
穐　菌

生産霞
㈱考（イ）反当苗木栽植

農
業
研
究
會

を

作
ろ

金
肥
の窪
勿
鍮
自
鐘
の
璽
て
・
歪
簾
秦
塁
逼
ま
曇
三

う

ル
ー
プ
6
晒
泣
二
れ
つ
＼
あ
る
が
’
1
1

の
蝸
■
o
虻
ろ
全
醍
に
及
ぼ
し
て
、
酷

噛
唇
瞬
ノ
電
堪
工
の
基
磯
紺
幾
た
ら
．

め
こ
事
こ
A
］
璽
緊
の
噴
要
事
で
l
r
i
；
．
）

霞曇
費
ケ
任
計
司
が
立
案
ざ
れ
対
す
る
研
三
努
刀
と
、
指
灘
力
が
末
鞘
、
い
か
．
遅
の
町
内
の
弁
ゼ
え
刷
．
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
一
島
姦
計
塁
成
文
の
書
で
あ
ぷ
、
町
匿
○
『
．
；
．

税務課
1納入歩含

　％
13

ユ0・75’：　1

90・717
　4
41
63
3V
31

納入済’ 額
　　　　呵
24．290

34・357
16・臼）（、

　9・256

8月末日における納税（町税）成績表
コ　　三ζ一N

　　　　　　’9
ヨ、a．“i●rv　J）fi

　づ〆・毫：：’

　89・9：二5

　36・724
　52．163
135・449
　．

●’ 膓、　　5　田

　　　　司
“う三・263

　9・13一）

二・毛・・r　S　‘

！三・41つ

33・2ヨ3

22・496

恒己．ザ合

　　・－

　22
　24

　16
53
64
二丁

方

”㌔

這

唱

限

中

下

自

パi零鼠
萬と

澱　　定　　額
　

・8ハ．02？

　265・448
　219・171

　54・247
　　55・404

　29・646

万

　
下
．
　
g
・
　
g
・
　
u
　
”

麓

rs　
S
l
　
－

　
　
ナ

　
弓

鳴
，

r／
－

本
町
の
範
候
．
地
募
よ
U
．
湾
自
旨
本
剛
は
地
域
的
に
氣
温
を
5
に
∨
そ
れ

は優
良
紅
茶
l
　
［
’
期
S
荷
緑
茶
の
菌
泡
一
百
て
゜
れ
特
吟
孕
有
す
る
を
以
て
天
の
如
く

と
し
て
去
面
曇
§
茶
の
喜
分
し
甕
『
覧
と
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

v
m＿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w
w
’
．
　
．
ζ
’

ma
　
（
間
緩
肥
の
謡
）
置
薗
で
あ
る
。
市
と
レ
て
・
三
鶏
欝
画
の
麗
が
霊
荒
な
け
れ
ば
x
S
・
・
？
s
u
　
・
°
’
i
’
1
’
”
“
r
e
れ
て
’
　
‘
p
m
w
°
三
∵
ご
ぷ
工
も
の
で
あ
累
す
・
司
二

’

A

、
．
．

　
乙
〆
共
に
除
富
の
手
間
を
省
き
＋
質
に
則
つ
て
苔
々
モ
の
実
規
に
t
w
x
l
　
“
傾
い
。
乃
・
酎
画
玄
成
え
の
穂
力
々
硝
』
Z
咋
ぜ
に
よ
つ
て
お
可
゜
∴
P
「
珪
敬
も
公
べ
館
と
提
据
レ
て
・
一
゜
百
輪
’
一
し
※
す
。

擁
竃
る
た
め
吸
芦
謬
鰭
籠
聾
誘
鑛
‥
竃
聾
運
誤
㏄
議
翼
藻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
＾
旦
－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
’
　
’
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
み
準
w
ら
れ
る
礫
、
御
男
〔
二
て
已
ク
　
宰
ド
石
鷲
三
「
町

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
－
1
．
’
r
崎
埴
　
r
l
・
L
i
　
：
・
．
！
t

　
　
会

し
哩

　
　
　
　
・
．
　
L
p
m
～
く
…

　

覧
4
亀
会
有
嶋
語
欧
一
二
木
原
㎎
樋
留
　
い
t
：
－
：
　
、

三
讐
篭
麓
業
同
冨
　
　
　
曇
幽
o
s
g
，
　
．
’
　
i
l

　
’
t奪

r
　
　
’

ち

r
　
t
’

t

4
も
“
4
’



’
M
：

▼

1

　
　
．

．

s

◆

’

．

g
｝

号6第報町占根大昭和26年9月15日（3）

’

N

新

設
さ
れ
た

土

木

課

本
町
の
圭
木
課
は
、
経
済
鴇
働
黎
係
か
’
が
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
．

皇
る
p
t
q
t
1
＋
百
鍔
随
冑
に
於
素
箋
に
お
き
ま
し
で
は
こ
r

で
独宮
た
の
竃
呈
す
が
、
以
下
匿
磐
跨
華
誓
亨
癬
・
に

へ

の

使

命

、
↓
、
公
民
館
の
仕
事

　
　
予
i
r
i
’
一
s
三
・
」

，

］
〔
湾
，
三
『
ぼ
崎
よ
U
池
田
経
て
高
尾
久
持
線
の
完
成
に
よ
り
旧
の
殆
鵠
己
”

　
　
三

宅
藁
嚢
震
茗
と
港
ま
す
曇
ケ
曇
曇
も
戸

黍
竃
蟹
ゲ
．
竃
工
秀
を
菱
・
§
貫
て
い
・
竃
線
、
警
り
屋
ケ
饗
董
黍
る
に
農
卓
之
ξ

併
せ
’
道
路
辱
鯉
の
郡
に
徹
し
戴
き
り
一
袈
工
な
る
這

た
い
と　
レ
ま
す
　

遭
路
の
開
発
発屡
そ
の
町
村
の
亘
．
じ
．
入
警
港
へ
と
議
レ
た
い
t
a

難
竃
燕
灘
間
麿
‥
上

町
は
発
展
レ
な
い
の
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
た
　
ロ
ノ
ロ
よ
り
ゆ
　
　
　
　
ヱ
ま

本
町
に

撃
爵
く
皇
の
漂
起
三
2
§
暴
裏
喜

FE

k
f
i
r
w
e
s
m
u
奎
斧
警
嚢
し
4
量
屡
、
援
よ
り
竃
署
ば
、
裏
帆
瞬
藷
の
曇
絶

格
さ
せ
る
必
要
は
感
ぜ
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
り

ま
レ
た
。
た
ま
く
昨
年
の
行

政
覗
察
の
結
果
役
場
の
現
在
の
車
務
綬

樋
で
け
到
底
本
町
発
展
の
事
業
は
不
可

能
な
り
と
犬
れ
根
本
的
徹
樋
の
酸
革
が

論
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
り
乗
し
た
が
賭
股

の
萬
闇
は
こ
れ
を
許
宍
ず
選
羅
了
後

に
持
ち
こ
さ
れ
芦
の
で
あ
り
ま
す
。
か

v
て
竃
撃
迎
薗
碑
の
匿

と
共
に
土
木
課
ば
艇
生
し
た
の
で
あ
り

理
に
し
プ
少
く
と
皇
木
臣
迄
監

　　　　　　　　　　　　　　　　

羅
鷲
難
籠
川
上
・
菖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
一
箆
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
禰
川
中
原
線
、
声
川
よ
リ
甲
原
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
纒
原
線
、
迫
川
よ
“
禎
原
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
皆
官
壊
、
皆
禽
よ
U
匂
屋
市
境
迄
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋

毒

肺
川
中
よ
り
笑
☆
を
経
て
め
に
町
有
林
の
管
禰
二
曇
・
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
や
ロ
　
ロ
　
も
ロ
　
も
コ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
む
ロ
コ

Pm
v
m
a
の
不
認
砦
は
、
事
明
の
・
嘉
（
特
に
疫
痢
）
馨
に
M
Y
・
る
［
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　i

rク
p
・

マ
イ

セ
チ
ン
』
の
鰐
に
（
、
田
菖
藁
∵

　
属
訂
公
尾
醸
が
殴
紙
～
：
N
．
m
s
，
2
一

巳
泉
．
其
の
間
組
繊
旛
告
コ
モ
官
．
靭
め

，

、
公
鳴
｛
賜
活
動
展
開
へ
5
］
翌
等
帆 習

曾
等
を
渇
い
て
町
民
の
勉
強
レ
た
い

智
鴻
聖
博
芭
い
レ
』
本
う
頃
求
是
澗
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
E
i
訳
で
あ
リ
N
†
。
窮
二
に
公
民
館
広
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
口
間
に
過
レ
愈
々
本
口
苧
嘱
愈
『
飴
一
の
地
域
に
於
げ
る
文
驚
能
の
綜
盲
擦

看
で
あ
皐
ケ
石
禁
警
編
二
年
目
垂
ξ
・
階
で
婁
す
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
、
．
挨
頼
に
公
鳩
館
に
対
す
、
ピ
．
㌧
〔
，
∨

看
、
れ
る
の
で
あ
り
芋
’
I
U
r
V
蓑
り
・
日
p
t
レ
琴
璽
号
ゑ
ゆ
・
交
叱
蓼
素
鍵
甫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
れ
る
人
々
も
そ
D
敬
全
噛
　
ジ
・
馬
5
え
ら
れ
て
町
民
は
モ
ニ
で
ヨ
笛
レ
、
談

　存
す
る
わ
け
に
ま
い
り
N
，
・
・
“
n
y
，
　
’
　
s
は
誠
に
璽
し
い
事
で
亨
六
◆
ヂ
が
笑
し
、
色
々
天
々
の
一
即
．
レ
た
い
資
料

「
護
・
」
於
て
は
I
I
c
o
r
e
号
セ
然
髪
喬
公
琴
ξ
登
潟
惑
儲
竃
ξ
る
爲
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ち
“
じ
な
く
何
を
す
る
処
烈
も
3
4
つ
穗
い
と
色
々
の
欲
求
登
満
竺
レ
消
る
g
で
あ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　

で
い
る
の
で
ら
警
と
　
云
う
⑲
あ
U
ま
苔
ミ
蘂
館
ρ
、
ヂ
。
次
に
公
器
巧
内
v
於
け
る

　　　　　　　　　　　　　言
窪
動
芸
3
雪
ξ
露
薗
体
の
中
・
い
香
町
内
の

私
共
は
こ
れ
が
桃
“
l
　
t
，
　
r
v
．
　
”
く
士

木課
己
課
‥
．
一
ろ
g
l
t
’
　
F
：
　
’
I
’
b
る
゜
↓
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
し
こ
九
〇
3
惣
弓
一
．
轟
邑
く
ノ
、
あ
り

ま
す
が
智
聖
c
l
g
p
t
＋
．
．
｝
ノ
’
浅
困
唯

と
字
ぜ
・
っ
れ
、
丁
力
『
さ
っ
窒
ぶ
薬
よ
り

口
唱
つ
陸
吟
管
書
虻
、
く
゜
て
鴨
段
の
御

協
刀
琶
冷
ヨ
、
－
†
n
v
S
w
p
り
窯
す

　
『
訂
う
予
文
z
’
連
式
’
か
ら
』

　
　
　
　
　
　
　
　
（士蚕
）

「動
を
行
い
ま
す
。

　
叉
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
は
理
在
本
．

町
に
於
て
は
寵
黄
振
買
を
町
政
の
m
官

和
留
認
後
公
障
］
館
の
耶
嬰
性
は
（
命
々
1
旧

加
零
れ
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
町
民

の
み
な
さ
ま
パ
公
民
館
皇
仔
荏
す
る
蔵

と
レ藷
鍾
し
壱
蓑
窒
よ
く
羅
ぺ
れ
、
N
K
N
に
亘

乃
ち
先
ず
公
・
ロ
」
町
民
の
必
要
と
誘
誘
纂
鞭
上
運
麗
ド
さ
る
n
y
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

磨
舗
鵠
持
‥
‥
語
聾
鰯
〔
一
鐸
顯

謬
に
レ
手
゜
　
晶
る
霧
曇
つ
曇
る
w

　
公
鳴
館
D
仕
ぶ
は
〉
∵
，
ノ
？
す
と
莚
進
に
中
幅
閥
能
を
堅
す
の
で
あ
り
ま

蓬
し
て
仲
套
写
6
亀
・
亘
す
、
そ
§
に
町
内
菩
公
讃
の

　であ・
事
が
、
ち
戸
一
、
一
．
窪
8
礪
職
裏
羅
月
蝿
か
れ
て
い
ま
す

㎜
§
於
け
る
s
；
琴
・
。
で
s
’
り
擾
菱
そ
§
の
響
ン
叉

郡小竹ぶ出
　　水　．ト　樗

好

夫操駆文
◆

区
分
館
が
こ
の
九
万
一
巳
か
ら
鮫
直
古
．

れ
ま
レ
た
。
稜
区
分
鰭
は
本
館
と
同
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

く

館
畏
の
下
に
圭
購
、
書
記
を
置
き
ま

す
が
、
経
費
の
組
臼
で
学
綾
の
先
宅
方

わ
れ
突
す
。
青
華
学
級
・
爲
人
李
逗
三
と
逮
絡
レ
て
座
談
薗
2
円
催
レ
提
報
車

ま
す
o

現
在呈
木
課
に
於
て
は

一、

土
木
に
関
す
る
事
項

11、
塵
築
に
問
す
る
事
項

三
、
林
u
e
　
（
臆
林
）
に
関
す
る
臨
頂

四
、
躍
業
土
木
（
耕
地
）
に
関
す
る
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
識
座
暮
を
開
藁
ン
、
頂
瀦
盲
、
斑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
屠
隈
o
文
゜
烈
皇
い
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「．

巳
村
長
椙
直
接
三
開
6
か
ま
ど
が
米
当
意
で
貸
清
待
も
よ
く

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舷
冬
壷
裡
●
ぞ
賜
じ
現
金
那
で
購
入

赤
痢
（特
に
疫
痢
）
思
臼
に
K
E
w
鍔
す
葛
M

用
し
て冒
蓬
蓉
れ
口
望
の
氏
塗
三
．
．
・
大
）
三
吾
。
圓

u
t
g
3
E
の
防
止
壷
婁
雫
せ
し
め
二
，
　
p
w
m
a
m
z
z

る
こ
と
が
叶
簾
る
の
『
■
婿
生
脳
に
於
1
馬
す
｛
苦
に
四
R
O
行
わ
れ
た
家
が
あ

い
て
は

『ク
。
。

マ垂
ン
』
の
中
う
た

　
出
來
て
居
ら
ヂ
火
責
つ
号
孔
あ
る
も

の
が
あ
つ
N

7
街
の
瀬
阜
に
額
苦
菱
ノ
で
い
N

8曇
璽
竃
曇
、
藻
き
覧
の
窪
さ
p
t
g
u
s
s
i
？

六
戸
も
あ
つ
た

右
は
馨
員
の
欝
姦
曇
誓
「
貫
の
塵
竃
覇
実
§

央
取
扱
鵠
で
あ
る
m
共
輿
興
会
鮭
ヒ
秦

渉
の
結
果
防
疫
用
と
レ
て
竈
十
本
轄

度
（
三
＋
瓦
）
を
題
用
島
の
三
開
敬
尾

衛

生

手

帳

項
等
を
取
扱
つ
て
居
り
寮
す
が
、
そ
の
実
に
代
金
を
納
入
す
る
よ
う
に
M
ら
れ

店
に
備
え
各
市
町
村
の
雷
要
に
輻
ず
る
2
下
ポ
縄
の
ど
ぶ
A
e
ら
い
が
不
＋
分
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

轡
熊
勢
を
整
え
て
あ
K
旨
苅
知
が
あ
り
　
あ
つ
た

藷
蓮
御
知
藷
⊥
っ
量
の
魁
・
が
黍
て
”
t
s
i

す
、
伺
本
剤
は
隠
則
と
し
て
魂
命
扱
で
4
樹
の
畜
曹
の
汚
茂
汚
門
O
追
理
が
不

あ
る
の
で
請
枇
膓
入
の
際
凱
充
分
萎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I

圭
力藁
特
霞
墾
煉
た
い
葵
曇
左
記
の
通
り
で
あ
「

特
に
町
有
林
の
造
林
に
そ
の
圭
力
は
注
り
ま
す
o

5
｝
v
l
洗
鉢
の
瀦
の
な
い
藝
戸
が
｛ も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
后
右
の
耽
に

は
＋
分
留
璽
れ
て
自
分
遥
の
生
活
環

境
を
装
し
く
明
る
く
六
れ
る
榛
努
力
レ

て
下
ぺ
い
e

三
．
婿
生
的
美
叱
翔
動
鍵
施
に
つ
い
て

　
毎
月
の
珪
裏
動
実
施
に
よ
U
四
季

あ
つ

た
、
璽
蓬
あ
つ
て
◇
」
を
通
じ
で
霧
諺
す
藁
に

の
入
つ
で
い
な
い
共
同
井
戸
も
多
か
這
路
及
河
川
の
破
損
を
防
止
し
蚊
や
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
る
啓
蒙
、
い
報
活
動
導
活
溌
な
居

貰
よ
采
撰
か
き
μ
ε
て
3
3
部
欝
の
下
水
獲
曝
轟
鵠

｝い
蝿
境
0
も
と
に
明
る
い
■
か
な
暫
つ
　
の
間
癌

τ藷
藷
・
て
ス
．
」
亘
巽
箋
ケ
霞
遥
・
定

一

要
項
に
よ
り
本
遡
旨
方
魯
了
蚤
万
上
部
　
め
そ
れ
以
外
の
場
所
に
捨
て
ぬ
隣
心

落
に
郎
懸
レ
た
酎
画
季
樹
て
婁
踊
に
a
　
が
け
る
こ
と
・
筒
躍
は
毎
月
一
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
寵
却
埋
没
等
の
方
法
を
以
て
処
哩

藷
願
い
致
レ
季
。
　
一
す
R
a
s

F　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
部
落
内
の
遁
當
な
場
処
に
危
陵
物
入

一

　
二
部
落
共
同
に
よ
る
溝
赫
　
　
　
一
竜
を
傭
え
つ
け
る
こ
と

一

部
薩
莞
を
忠
と
量
蛋
嬬
暴
藷
葺
曇

一

会
提
墨
部
落
雇
の
従
漫
イ
川
き
汚
物
窪
豊
は
墓
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
香
の
集
合
を
求
め
左
の
清
措
事
項
に
　
る
こ
と

つ
い
て纏
レ
部
藷
・
た
盆
異
同
菖
の
馨
筆
蕪
の
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

星
責
体
欝
画
議
で
g
s
u
一
曇
裂
£
菖
に
は
竃
は
蓋

8
く
実
築
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
設
け
る
こ
と

　
　
滴
　
⑭
　
事
項
　
　
　
　
　
6
出
來
得
れ
ぱ
肚
寺
幕
地
等
の
共
同
清

1
部
落
内
各
踊
路
の
両
側
に
さ
レ
か
X
　
掃
も
実
施
す
る

2
‥
蕪
難
が
ぼ
聾

讃
　
　
　
　
｝

つ
て
い轟
奪
の
貰
並
に
籍
．
爵
の
塵
陛
各
聖
爵
巴
基

き
、
衛
生
的
方
面
の
指
導
並
に
葵
剤

散
布
等
を
行
い
ま
す
、
御
相
談
下
き

い

藷
は
こ
う
云
皇
の
曇
篭
れ
る
摺
蓼
き
ミ
竃
に
e
s
s
u
．
て
頂
．
．
竃
つ
て
い
芋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

急
課
題
を
努
揺
拳
る
爲
、
側
旦
設
、
ぷ
奪
鵬
備
犬
紮
呂
、
雰
．

s
に
活
饗
覇
遼
讐
事
。
蒼
町
蔑
レ
饗
い
の
で
あ
2
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
l

公
民
館
の
組
織

公
尾
館
の
仕
再
の
天
略
エ
別
項
で
遮
ぺ
W
置
報
部
、
交
叱
工
，
i
分
た
れ
夫
々
部

ま
し
た
が
、
こ
れ
・
っ
の
仕
事
を
哩
渦
に

畏
と
敬
名
の
惜
員
が
姪
ま
す
公
罷
館
の

や
つ
て
ゆ
之

爲
．
峯
＼
れ
ね
E
1
S
な
」
曹
竃
藝
藁
ノ
t
a
画
の
K

添
せ
ん
、
先
づ
鰐
公
氾
棺
は
棺
長
の
下
綱
を
立
て
る
馳
に
公
尾
沖
授
宮
審
認
暫

に
副
館
提
、
圭
事
、
書
記
が
あ
っ
て
、
は
必
ず
蹴
か
な
け
れ
ぷ
な
ち
含
い
壷
一
に

公
民
館
の
実
覇
執
行
に
当
り
ま
す
、
K

夫
々
の
仕
事
牟
専
問
杓
に
具
体
化
す
る

な
つ
て
居
u
、
委
a
十
名
を
以
て
べ
篇

さ
れ
て
居
り
ま
す
。

又
分
館
に
も
各
十
名
程
度
よ
り
な
U
分

囲
蓮
営
審
議
曹
が
あ
り
、
線
務
、
数
舟

頚
劉
、
図
書
腐
報
、
文
化
の
各
五
つ
の

箋
つ

外
胃
年
湘
婦
人
部
簿
も
設
け
ら
れ

る
が
に
な
つ
て
い
　
す
　

一　
　
　
　
　
一

Ig
公
㊦
、
田
、
硬
区
分
館
の
外
将
邪
は
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

落
公
甲
マ
ン
設
置
に
も
努
刀
レ
、
町
民
、

の
盛
上
る
汀
に
よ
つ
で
緩
公
民
館
町

内
残
・
り
ず
詩
蝋
さ
れ
で
町
内
の
隅
々
塞

で
公
p
a
館
の
醤
が
き
馨
い
一

鷲
鯉
鐸
筥
鑓
齢

あ
る
御
斑
力
を
御
願
い
銭
∨
ま
ず
e
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

余
麓
館
の
役
職
艮

竃
つ
の
豊
9
れ
子
撃
で
霞
の
爵
が
町
内
き
委
会
館

即
ち
㎜
務
部
、
激
養
鎚
、
蚕
翼
部
、
図
・
ま
で
潟
透
す
る
磯
各
小
学
硬
区
毎
に
亘
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長

　
　
　
　
村
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硲
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養
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在

員
　
　
電

　
　
　

召

　
　
　

落

　
　
　

牧

　
　
　
　
仮

　
　
　
　
前

　
　
　
　
湯

起
長

穴

　
柘
口

戎

　
“
　
宏

　
　
　
　
松

〃　部　控
ti　65

　
　
　
　
　
　
　

蚕
頚
函
部
長

宮

里

軍

百
　
　
田
“

山

仲

助
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用
芦
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仮

区
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“ll

之

幽
正
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淀

び
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遇

〃

　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

⑭曇
．
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凹
迂

　
　
　
　
部
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団
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大
根
占
稜
区
分
・
遥
澱
戸
山
太

碑
川
殴
区
柿
館
長
　
　
稽
口
正
則

　
池
田
硬
区
分
館
長
　
　
字
脳
　
徳
二

　治
利
原
梗
区
分
館
長
山
簡
　
光
志

て
△
潜
行
三
壬
里
△
源
頼
朝
上
下
△
林

　
萸
子
文
固
全
八
肋
△
海
の
廃
園
ム
ア

糞
竃
の
モ
墾

の
二
十
四
時
間
△
万
ツ
ド
ー
ヤ
人
類
感

△
亡
び
ぬ
も
の
を
△
重
甜
施
ぬ
△
新
英

貰
論
ム
ア
メ
リ
カ
の
旗
△
少
議

△
殿
憂
樋
△
九
條
夫
人
書
簡
集
ム
ハ
イ

織

へ

組

強化

最

近

の

公

民

館

利
．
下
さ
．
畷
陀
　
撫
難
灘
羅
難
駿
巳
九
月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
看
集
△
硫
蕩
念
と
港
薫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

曇
金
人
の
暴
△
轟
人
の
見
誓
（
こ
s
t
か
ら
の
自
§
△
置
倫
も
毒
△
n
v
－
参
姉
妹
△
r
e
l
〈
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日

十
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△
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譲
本
八
國
家
試
職
の
解
説
と
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思
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期
△
庄
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史
△
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花
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茶
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△
若
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手
帖
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軍
の
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△

間
魚
雷
△
物
質
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と
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△
緒
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の
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方
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の
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△
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レ
い
ラ
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催
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△
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萎
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劇
五
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梁
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体
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日
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仁
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短
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作
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習
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藷
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⌒
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．
こ
警
対
す
る
嘉
戸
じ
て
こ
・
に
型
姦
ろ
う
藩
・
墾
の
響
・
順
葬
レ
竃
い
と
思
い

主
す
o

　
　
　
大
根
占
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湾
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西
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岸
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田
e
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u
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l
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薯
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8
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で
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年
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に
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浪
占
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の
人
口
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靴
窪
鶯
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他
窮
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で
昭
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五
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か
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の
ξ
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岡
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醒
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＋
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萬
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懸
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．
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＋
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塑
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．
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冒
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八
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1
1
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門
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に
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維
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摺
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頭
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弥
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干
日
根
占
地
方
と
呼
ば
れ
る
所
以
C

込
7
．
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大
臼
占
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口
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潮
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鶴
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．
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又
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。
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摺
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藷
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熊
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1
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す
・
そ
し
リ
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．
・
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．
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表
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9
る
賢

表
に
よ
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レ
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今
後
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昭
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三
＋
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表第

麗
佗
物
の
晶
禰
改
誤
礫
皿
施
的
面
よ
り
み

た
騰
ぴ
法
の
改
響
等
の
研
究
に
の
り
唱

レ
併
せ
て
換
金
咋
物
の
生
函
治
山
治
水

の
工
事
山
村
賓
源
の
確
保
茨
利
用
島
地

の
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度
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開
等
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麗
業
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［
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い
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現
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あ
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の
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介
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思
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